
【実施報告】地域コミュニティを考える出前講座 in 伊達市

チラシ画像配置エリア
(縦長)

開催概要・プログラム

日時：令和7年10月11日（土）13:30～15:30

会場：月舘総合支所 ふれあいホール2階

定員：50名 参加者：35名

主催：福島県企画調整部地域振興課 共催：伊達市

県の取組説明

事例紹介（50分）

休憩

質疑応答・意見交換（40分）
※個人ワーク・グループワーク含む

当日の様子

写真配置エリア 1
(全体風景)

写真配置エリア 2
(意見交換の様子等)



参加者の声～アンケート・感想より～

満足度・主な意見

アンケート満足度：非常に高い評価（「分かりやすかった」「も
っと聞きたい」）

事例紹介に共感し、他地域の取組が参考になった

短期ボランティアなどの具体的な活動アイデアに関心

若者や家族層へのアプローチの必要性を認識

出前講座の定期開催（年1-2回）を求める声

特徴的な気づき

参加のハードルを下げ、誰でも関わりやすい仕組みが重要

多世代・多様な主体を巻き込むことの必要性

定期的な活動評価とPDCAサイクルの構築

補助金に頼らない継続可能性の担保が課題

地域の課題（感想・課題共有シートより）

深刻な役員・ボランティアの担い手不足（高齢化、複数兼務）

高齢者の移動手段（交通・足）不足とデマンド交通の不便さ

地域参加の固定化や住民間の「温度差」

若者・家族層、女性の参画不足（ジェンダーバランス）

活動の評価やフィードバック体制の欠如

今後のアイデア（参加者提案）

1-2時間の小さな活動や活動リストの公開でハードルを下げる

SNSや学校・PTA等を通じた若者へのアウトリーチ

出前講座の定期開催と自由討論（世代間対話）の場の設定

移動支援（ドア・トゥ・ドア、ミニバス等）の具体化

ボランティアの募集・育成、役員継承計画の策定

活動評価とフィードバックループの構築



成果と話合いのポイント（伊達市）

主な成果・気づき

高い満足度と課題共通性の認識
「分かりやすかった」「どの地域も悩みは同じ」

ニーズ調査と事業評価の必要性
「やりっ放しではなく評価が必要」「住民ニーズの把握」

具体的な活動への意欲
短期ボランティアや交通支援（ドアtoドア送迎）への関心

話合いのポイントと今後の課題

ハードルを下げる小さな活動の創出（1-2時間の参加等）

若者・女性へのアウトリーチ強化（SNS、PTA等活用）

継続的な学習・対話の場の提供（定期開催と世代間交流）

交通・移動支援の具体化と担い手発掘

活動の継続可能性担保（他団体連携や資金調達戦略）
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